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※行の挿入・削除、セルの結合は絶対に行わないこと。 （単位：千円）

電話番号 第一次交付限度額

メールアドレス 第二次交付限度額

交付対象経費 第三次交付限度額（地方単独分）                         219,644 
1/23以降緊急事態措置等

に係る別途算定額

国庫補助事業費 第三次交付限度額（補助裏分）                           11,115 うち法定率事業分         2,656 

地方単独事業費
第三次交付限度額のうち

本省繰越希望額
（第三次地単分＋法定率事業分以内）

交付限度額計

Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

 1,068,606  29,034  14,517  953,462  -  100,626  1 

1 ○ 単 35

感染症対策
オゾンガス除
染装置購入
事業

①市の関連する施設が汚染された場合など、安全かつ迅速な除染ができるよう感染
防止装備の整った消防課職員が対応し、市業務及び市が委託する業務が継続して行
えるよう強化を図る。
　オゾンガス除染装置は可動式のため、新型コロナウイルス感染症感染者が確認され
た市の施設へ設置し、オゾンガスによる除染を行い、当該施設が利用可能になるよう
早期の復旧を目指す。
②③・オゾンガス除染装置（ＢＴ-088）1,281,500円×1台＝1,281,500円
・オゾンガス除染装置（ＢＴ-088Ｔ）4,502,850円×1台＝4,502,850円
・オゾン除菌テントシステム（ＢＴ10Ａ）エアポンプ付・オゾンマスク20付3,356,100円×１
セット＝3,356,100円
・オゾン水生成装置（BT01Ⅱ）425,700円×1台＝425,700円
・オゾン水生成装置（BT07）2,770,350円×1台＝2,770,350円
合計　12,336,500円
④市役所

－ － － － － －
Ⅰ-３．医療提
供体制の強

化

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R2.10  12,337  12,337  -  - 
R2補正
（地）

2 ○ 単 48

中野市新型コ
ロナウイルス
感染症対策
資金利子及
び保証料補
給

①―
②③対象運転資金の利子補給（24月以内）及び保証料の全額負担（貸付限度額2,000
万円以内) 利子補給額＠320千円×50件、保証料補給額＠688千円×50件
④事業者

－ － － － － －
Ⅱ-２．資金繰

り対策
㉑いずれも該

当しない
R2.4 R3.3  50,400  50,400  -  - 

R2当初
（地）

3 ○ 単

県・市町村連
携新型コロナ
ウイルス感染
症拡大防止
協力企業等
特別支援事
業

①②長野県と市町村が連携して実施する、休業要請に応じた事業所に対する協力金
等給付事業への市町村協力金（１事業所当たり県20万円・市町村10万円の計30万円
を給付）
③156事業所×10万円（市町村協力金分）
④長野県（事業者へは県から給付）

○ － － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R2.9  15,600  15,600  -  - 
R2補正
（地）

4 ○ 単
信州なかの
未来券発行
補助事業

①市内事業者の経営継続支援と経済回復の後押し
②③市内事業者が販売する商品券のプレミアム分及び商工会議所の作成・発行等に
係る経費を助成
　発行総額1億5,500万円×20％（１事業者　上限10万円）
                                          31,000千円
　商工会議所が行う事務経費　2,300千円
　　内訳　信州なかの未来券印刷代　　　264,000円
　　　　　チラシ印刷代　　　　　　　 　77,000円
　　　　　新聞折り込み代　　　　　　 　38,864円
　　　　　レターパック代　　　　　　　260,000円
　　　　　振込手数料　　　　　　　　　330,000円
　　　　　要項、申請用紙等印刷代　　　 22,536円
　　　　　ホームページ作成・更新代　　220,000円
　　　　　SNS広告代　　　　　　　　　  22,000円
　　　　　人件費（商工会議所職員分）1,065,000円
　　※県補助金（補助率1/2）16,473千円
④信州中野商工会議所

－ － － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

⑲商品券・旅
行券

R2.5 R3.3  33,300  16,827  -  16,473 
R2補正
（地）

5

6 ○ 単 106
認可外保育
施設保育料
補助事業

①・登園を自粛した児童の保育料を減免した認可外保育施設に対し、保育料の減免
額を補助する。
・保育料の減免を行うことで施設への登園自粛が促進され、新型コロナウイルス感染
拡大の防止につながる。
②③対象児童10人×月額27,000円×2か月分
④認可外保育施設

－ ○ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人へ

の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3  540  540  -  - 
R2補正
（地）

7 ○ 単 106
中野市ハロー
ベビー支援事
業

①感染防止対策の徹底、出産に伴う各種教室の中止や病院での出産時の規制等に
より、様々なご不安やご苦労があったにも関わらず、国の特別定額給付金の対象にな
らず出産された方を支援する
②新生児一人当たり5万円を給付し、子育て世帯を応援する
③給付金：年間出生数　220人×50,000円＝11,000千円
　口座振込手数料：＠110円×220人分＝24,200円　　
　合計11,025千円
④対象は、令和2年4月28日（特別定額給付金の基準日の翌日）から令和２年12月31
日までの間に生まれた新生児の保護者で、令和２年４月27日現在、父または母が中
野市に住民登録があって、出生時に新生児が母または父と中野市内の同じ住所地に
登録され、申請時まで引き続き中野市に居住していること。

－ － － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人へ

の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.1  11,025  11,025  -  - 
R2補正
（地）

8 ○ 単 103

遠隔・オンラ
イン学習の環
境整備、
GIGAスクー
ル構想への
支援事業

①インターネット環境が整っていない要支援家庭にモバイルルータを貸し出し、その通
信費を負担する。
今後、臨時休業になったときにオンライン授業が実施できるよう環境を整え、児童・生
徒の学びを保障する。
②③支援が必要な家庭に対するオンライン学習に係る通信費
対象家庭数　300世帯
　＠7,680×300世帯×10ヶ月＝23,040千円
④インターネット環境が整っていない、支援が必要な世帯

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ

ンスフォー
メーションの

加速

⑨教育 R2.6 R3.3  23,040  23,040  -  - 
R2補正
（地）

★★令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

都道府県名 長野県 0269-22-2111 第一次配分額                  178,733                                                                               178,733 

地方公共団体名 中野市 seisaku@city.nakano.nagano.jp 第二次配分額                  453,426                                                                               453,426 

都道府県・市町村コード（５桁） 20211                                                      953,462 第三次配分予定額
（本省繰越希望額を除く）

                 144,759 

担当部局課名 総務部政策情報課                                                        14,517 本省繰越予定額                    86,000 

担当者氏名 大沢　英樹                                                      938,945 配分予定額計                  776,918                                                                                 86,000 

移替先 総務省                                                                               862,918 

合計

Ｎｏ

確
認
済
み
事
業

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業
要請協
力金

②事業
者への
給付金

③事業
者への
家賃支
援

特定事
業者等
支援

個人を対
象とした
給付金等

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当
関係）

事業
始期

事業
終期

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分
総事業費 補助対

象事業
費

補助対
象外経
費
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

Ｎｏ

確
認
済
み
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業
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②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業
要請協
力金

②事業
者への
給付金

③事業
者への
家賃支
援

特定事
業者等
支援

個人を対
象とした
給付金等

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当
関係）

事業
始期

事業
終期

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分
総事業費 補助対

象事業
費

補助対
象外経
費

9 ○ 単 102

学校の臨時
休業に伴う学
習等への支
援事業

①新型コロナウイルス感染症対策のためにキャンセルされた修学旅行のキャンセル
料等を補助することで、小中学生の保護者の負担の軽減を図る。
②③修学旅行等キャンセル料等の補助
　＠6,377円×111人＝707,847円
④小中学生の保護者

－ － － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R2.12  708  708  -  - 
R2補正
（地）

10 単 36
防災活動支
援事業

①大規模災害発生時における避難所の感染症対策
②③1. クイックパーテーション
　　　　　　　　  1,700式×17,000円× 1.1 ＝31,790千円
 　 2. AIサーマルカメラ（ハンディタイプ）
　 　　　　16箇所 × 165,000円 × 1.1 ＝  2,904千円
 　 3. マスク（1,500円/箱・50枚 → １枚あたり30円）
　　　　　　 2,000人×10枚×30円×1.1 ＝ 　 660千円
 　 4. 手指消毒剤(ポンプ式・1L）
　　　　　　 16箇所×10本×3,910円×1.1 ＝ 688千円

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 計 36,042千円
　想定最大避難者数（地震・地域防災計画に基づく）
　避難所数（各地区１箇所（＝10箇所）、中野地区のみ２箇所）
④避難所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3  36,042  36,042  -  - 
R2補正
（地）

11 単

新型コロナウ
イルス感染症
対策周知事
業

①市民へ新型コロナウイルス感染症対策や新たな生活様式等について周知すること
で、新型コロナウイルス感染症等に関する理解を促すために、当該情報を掲載したチ
ラシを作成し、新聞折込により市民へ配布する。
②③
印刷製本費539,000円
新聞折込手数料155,000円
合計694,000円
④市

－ － － － － －
Ⅰ-６．情報発

信の充実
㉑いずれも該

当しない
R2.5 R3.3  694  694  -  - 

R2補正
（地）

12 補
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

感染症対策のためのマスク等購入支援事業
①学校再開等にあたり集団感染リスクを避けるため。
②③
マスク、消毒液、非接触型体温計、手洗い石鹸等
　補助対象経費（上限額）
　＠340円×3,337人＝1,134,580円≒1,135千円
④学校

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R2.9  1,135  1,134  567  567  -  -          1 
R2補正
（国）

13 ○ 単

公立学校情
報機器整備
事業（単独
分）

①学校の臨時休業等を円滑に進めるための環境整備
②③校務用パソコン購入及び設定経費
　・パソコン　450台×＠93,612円＝42,125,400円
　・設定経費　450台×＠8,000円×1.1＝3,960,000円
　計　46,085,400円≒46,086千円
④学校

－ － － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

⑨教育 R2.10 R3.3  46,086  46,086  -  - 
R2補正
（地）

14 ○ 単

公立学校情
報機器整備
事業（単独
分）

①学校の臨時休業等を円滑に進めるための環境整備
②③学習者用パソコン購入及び設定経費
　・パソコン　1,277台×＠45,000円＝57,465,000円
　　（補助対象分2,263台除く）
　・保護フィルム　3,540台×＠3,795円＝13,434,300円
　・画面転送装置　267台×＠80,850円＝21,586,950円
　・学習コンテンツ　12校×＠240,000円＝2,880,000円
　・管理用パソコン　1台　110,660円
　・モバイルデバイス管理用機器　3,540台×4,070円＝14,407,800円
　・学校サーバ　11校×＠550,000円＝6,0500,000円
　・設定経費　3,540台×＠14,000円×1.1＝54,516,000円
　計　170,450,710円
④学校

－ － － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

⑨教育 R2.8 R3.3  170,451  170,451  -  - 
公立学校情報機器整
備費補助金

R2補正
（地）

15 ○ 補
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業
①感染リスクを最小限にしながら学校を再開し、十分な教育活動を継続するため、対
策を徹底しながら児童生徒の学びを保障する。
②消毒液等保健衛生用品の追加的な購入経費、校舎消毒、サーモグラフィー、サー
キュレーター等の購入経費。
家庭での効果的な学習のために用いる教材費、学校電話の増設費、空き教室を活用
する場合の備品購入費。
③補助対象経費（上限額）
　　＠1,000千円×7校
　　＠1,500千円×3校
　　＠2,000千円×2校
④学校

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3  15,500  15,500  7,750  7,750  -  -          - 
R2補正
（国）

16 ○ 単 106

学校の臨時
休業に伴う保
護者負担軽
減事業

①新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業期間中の学校給食費相当分の
支給、保護者負担の軽減
②準要保護児童生徒就学援助費
③　小学校低学年　100人×247円×31食
　　小学校高学年　120人×268円×31食
　　中学生　　　　133人×309円×31食
④小中学生の保護者

－ － － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3  3,037  3,037  -  -          - 
R2補正
（地）

17 ○ 単 1

新型コロナウ
イルス感染症
患者受入医
療機関支援
事業

①　新型コロナウイルス感染症の患者を一般病床等で受け
　入れた医療機関に対し協力金を交付する。
②　受入医療機関に対する協力金
③　最大受入病床数２床分
　　・基本額200万円＋重症者受入加算500万円＝700万円
　　　※県協力金の交付基準額の1/2　　
④　市内感染症指定医療機関

－ ○ － ○ － －
Ⅰ-３．医療提
供体制の強

化

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R2.9  7,000  7,000  -  - 
R2補正
（地）
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18 ○ 単 12
集団健診等
安全・安心確
保事業

①　集団健診や予防接種等における新型コロナウイルス感
　染症感染拡大を防止するため、サーモグラフィー、フ
　ェイスシールド等を整備する。
②　感染拡大防止を図るための物品購入費
③　・ｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨｰ　704,000円×2台×1.1＝1,548,800円
　　 ・ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ　400円×2,000枚×1.1＝880,000円
　 　・医療用防護具　3,000円×1,000枚×1.1＝3,300,000円
④　保健センター

－ － － － － －

Ⅰ-２．検査体
制の強化と感
染の早期発

見

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3  5,729  5,729  -  - 
R2補正
（地）

19 単
公共交通緊
急対策支援
事業

①コロナ禍の厳しい中でも運行を継続していた公共交通事業者に対して協力金を支
給することで、市民の交通手段の維持及び市の委託事業の継続を図る。
②タクシー事業者及び鉄道事業者への定額給付及び車両維持経費の支援
③ タクシー事業者
　　・定額給付金　市内２事業者×＠300千円＝600千円
    ・車両維持経費　30車両×＠２万円＝600千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 1,200千円
　路線バス事業者
　　・路線運航維持費　５路線×＠2,000千円＝10,000千円
　 鉄道事業者
　　・定額給付金　1事業者×＠4,700千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計15,900千円　　
④市内タクシー事業者２社及び営業所１社、路線バス事業者１者、鉄道事業者１者
　　（山田タクシー、中野ハイヤー、長電タクシー、長電バス、長野電鉄）

－ ○ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R2.10  15,900  15,900  -  - 
R2補正
（地）

20 ○ 単
Web会議整備
事業

①新型コロナウイルスの感染リスク低減を図り、行政機能の継続を維持するため、テ
レビ会議等の環境整備を実施する。
②Webカメラ等の機材及びインターネット回線使用料
③・Webカメラ　6台×@30,000円＝180,000円
　・BTラウンドスピーカーマイク　6台×@35,000円＝210,000円
　・スクリーン　2台×@28,000円＝56,000円
　・HDMIアダプタ　1個×@7,000円＝7,000円
　・モバイルルーター　7台×@15,840円＝110,880円
　・iPad　2台×＠60,000円＝120,000円
　・その他ケーブル類　15,000円
　・モバイル回線6ヶ月用（8月～1月）　7回線×@19,046円＝133,322円
　・モバイル回線2ヶ月用（2月～3月）　7回線×@7,700円＝53,900円
　・アカウント9ヶ月（7月～3月）　5個×@19,800円＝99,000円
　・手数料　14,898円
④市

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ

ンスフォー
メーションの

加速

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R2.12  1,000  1,000  -  - 
R2補正
（地）

21 ○ 単

新型コロナウ
イルス感染症
対応休業要
請協力金事
業

①市からの休業要請に応じ、施設休館による感染拡大防止に協力いただいた指定管
理者へ協力金による支援。
②市からの休業要請実施に伴う協力金
③上限額70万×6施設＝4,200千円
※県の休業要請協力金をもとに算出（30万円/14日×18～21日+30万円）
④指定管理者

○ ○ － － － －
Ⅱ-１．雇用の

維持
㉑いずれも該

当しない
R2.7 R2.8  4,200  4,200  -  - 

R2補正
（地）

22 単 36

災害時におけ
る避難所の感
染症対策事
業

① 大規模災害発生時における避難所の感染症対策
②③ 1. 段ボールベッド　　　7,600円×16箇所×50個×1.1＝6,6880,000円
 2. 折りたたみ簡易ベッド　　7,500円×16箇所×30個×1.1＝3,960,000円
 3. ベッド用マット　　　2.500円×16箇所×80枚×1.1＝3,520,000円
 4. 災害緊急避難用マット18,000円×８箇所×10枚×1.1＝1,584,000円
 5. 段ボール製簡易トイレ　2,700円×16箇所×30個×1.1 ＝ 1,425,600円
 6. 簡易トイレ用ワンタッチテント9,000円×16箇所×10個×1.1＝1,584,000円
 7. トイレ処理セット（100回分）14,000円×16箇所×10ｾｯﾄ×1.1＝2,464,000円
 8. 汚物袋圧縮保管袋（10枚入）　4,000円×16箇所×５セット×1.1＝352,000円
 9. 使い捨てスリッパ　　80円×3,400足×1.1＝299,200円
10. 誘導灯　13,000円×（16＋４）箇所×２基×1.1＝572,000円
11. 誘導灯用コードリール　3,800円×（16＋４）箇所×２個×1.1＝167,200円
12. ハンドソープ　　400円×16箇所×10個×1.1＝70,400円
13. ペーパータオル　200円×16箇所×20個×1.1＝70,400円
14. ウェットティッシュ　110円×1,700×1.1＝205,700円
15. 使い捨てエプロン150円×16箇所×50枚×1.1＝132,000円
16. 職員用レインスーツ4,000円×16箇所×10着×1.1＝704,000円
17. ニトリル手袋　2,000円×16箇所×１箱×1.1＝35,200
18. シューズカバー　1,350×16箇所×１箱×1.1＝23,760
19. 会計年度任用職員等用防災ベスト6,000円×16箇所×６着×1.1＝633,600円
20. 誘導棒　　980円×16箇所×5本×1.1＝86,240円
21. 防災倉庫設置工事　2,720,000円×15箇所×1.1＝44,880,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　 計 69,457,320円
 16箇所：優先開設避難所数、想定最大避難者数（地震・地域防災計画に基づく）
④ 避難所（16箇所）

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.4以降  69,458  69,458  -  - 

防災倉庫設置工事に
ついて、設置個所の地
盤強化が必要であるこ
とが判明し、その対応
に時間を要するため。

R2補正
（地）

23 ○ 単

コロナ時代に
負けない売上
げ回復支援
セミナー開催
負担金

①新しい生活様式に対応した事業運営について、農業、飲食店、小売等経営者向け
にオンラインセミナーを開催し意識改革を促す。
②講師によるオンライン講演会の開催
③講師謝礼　50万円/回×1回＝50万円
④中野市きのこ・果実消費拡大実行委員会

－ － － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑮強い農林水
産

R2.8 R2.12  500  500  -  - 
R2補正
（地）

24 ○ 単

インターネット
を活用したブ
ランド化促進
及び販路拡
大支援事業
負担金

①コロナ禍において、対面販売以外の販売力強化のため、インターネットを活用した
本市農産物のブランディング及び販路拡大を行う。
②バーチャルキャラクター制作、運営及びVR、ARを活用した農業・農村体験コンテン
ツの創出
③バーチャルキャラクター動画制作500万円、農業・農村体験コンテンツの創出300万
円、運営300万円
④中野市きのこ・果実消費拡大実行委員会

－ － － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑮強い農林水
産

R2.8 R3.3  11,000  11,000  -  - 
R2補正
（地）
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25 ○ 単

市内直売所
農産物ラッピ
ング推進事業
負担金

①一般消費者の需要に即した食品の衛生管理体制を確保する観点から、市内直売
所で販売する農産物に包装を行うことを推進し、本市農産物のイメージアップ及び売り
上げの向上を図るため、中野市きのこ・果実消費拡大実行委員会が包材及び衛生用
品を配布する。
②包材及び衛生用品
③●包材430万円
　（内訳）　・ボードンレックス　10円×30万個＝3,000,000円
　　　　　　　・フラワー袋　　　10円×9万個＝900,000円
　　　　　　　・ブドウ不織布　　20円×2万個＝400,000円
　●衛生用品70万円
　（内訳）・アルコール製剤　4,500円×50個＝225,000円
　　　　　　・足踏み式アルコールポンプ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　20,000円×13台＝260.000円
　　　　　　・マスク　　　　2,500円×60セット＝150,000円
　　　　　　・手袋　　　　　1,000円×65セット＝65,000円
④中野市きのこ・果実消費拡大実行委員会

－ － － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑮強い農林水
産

R2.8 R3.3  5,000  5,000  -  - 
R2補正
（地）

26 ○ 単

信州なかの
日本酒フード
ペアリングに
よるテイクア
ウトイベント実
施事業負担
金

①コロナ禍により、店舗での売上げが落ち込んでいる飲食店の販売力を底上げする
ため、日本酒フードペアリングによるテイクアウトメニューの開発及び関連イベントを支
援する。
②③メニュー開発等200万円、イベント事業費50万円、PR資材及び広告宣伝費等50
万円
計300万円
④中野市きのこ・果実消費拡大実行委員会

－ － － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑮強い農林水
産

R2.8 R3.3  3,000  3,000  -  - 
R2補正
（地）

27 ○ 単
中野市立図
書館空調設
備改修事業

①図書館の空調設備を換気機能型の空調設備に改修することにより、感染の防止を
図る。
②空調設備の改修
③設計監理業務委託　1,330.5万円
　改修工事費　１億6,977.6万円
④図書館

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.4以降  183,081  183,081  -  - 
設計が令和３年２月頃
までかかり、その後に
工事を実施するため

R2補正
（地）

28 ○ 単

中野市立図
書館図書消
毒機及びセ
ルフ貸出用
バーコード
リーダ導入事
業

①書籍からの感染を防止する。セルフ貸出により、カウンターでの感染防止を図る。
②書籍消毒機（本館１台）、セルフ貸出用バーコードリータの導入（本館２台）
③図書消毒機111.1万円×１台（本館）＝1,111千円
　セルフ貸出85.6万円×２台（本館）＝1,712千円
④図書館

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R2.10  2,823  2,823  -  - 
R2補正
（地）

29 ○ 単
地域支えあい
商品券交付
事業

①プレミアム商品券を配布することで市民の市内での消費を喚起し、地域経済の活性
化を図る
②換金経費、事務経費
③換金経費
　全市民（44,104人）+母子（300人）※１+学生（1,300人）※２＝45,704人
　45,704人×3,000円＝137,112,000円
　事務費
　人件費（会計年度任用職員）2人×764,000円
　印刷代2,963,000円
　郵送料等（簡易書留）9,204,000円
　換金事務委託等3,500,000円
　計　17,195,000円
　合計　154,307,000円
　県補助金（補助率1/2）77,153千円
④市民
※1：交付対象者のうち基準日以降に母子健康手帳の交付を受けた者に母子健康手
帳１冊につき１人分の商品券を追加交付
※２：交付対象者のうち配偶者又は２親等以内の親族に基準日前に市から転出した
学生等がいる者に学生１人につき１人分の商品券を追加交付

－ － － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑲商品券・旅
行券

R2.9 R3.3  154,307  77,154  -  77,153 
R2補正
（地）

30 単 36

災害時におけ
る避難所の感
染症対策事
業

① 大規模災害発生時における避難所の感染症対策
　　（優先的に開設する避難所を通常期よりも増やすこと、感染リスクが高い高齢者や
要配慮者（車椅子利用者等）を別室に移動させる等の措置が必要であることに対応す
る。）
②③ 1. 災害用簡易組立トイレ（車椅子対応品）
　　　　310,000円×７箇所×１基×1.1 ＝ 2,387,000円
　 2. 災害用簡易組立トイレ用水洗キット（既保有トレイ取付け用）
　　　　60,000円×９基×1.1 ＝ 594,000円
　 3. 車椅子用スロープ（長め）
　　　　180,000円×14枚×1.1 ＝ 2,772,000円
　 4. 車椅子用スロープ（短め）
　　　　56,800円×14枚×1.1 ＝ 874,720円
　　　　　　　　　　　　　　　　 計 6,627,720円
④ 避難所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3  6,628  -  -  6,628  -  -          - 
R2補正
（地）

31 ○ 単
医療機関等
物資支援備
蓄事業

①第2波、第3波に備え、「新しい生活様式」の実践を推進する。
②③・フェイスシールド　　4,800枚×400円×1.1　＝　2,112千円
　　　・サージカルマスク　　34,000枚×30円×1.1　＝　1,122千円　
　　  ・医療用防護服セット　1,400セット×3,000円×1.1　＝　4,620千円　 
　　　・Ｎ95マスク　　2,000枚×500円×1.1　＝　1,100千円　
　　　・手指消毒液　　569千円
　　　　ポンプ式（500mL）　 200本×990円×1.1 ＝ 　 218千円
　  　　補充用（５L）　　 　　50本×6,380円×1.1 ＝ 　 351千円
④市民

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.10 R3.3  9,523  -  -  9,523  -  -          - 
R2補正
（地）

32 ○ 単 12
保育所安全・
安心確保事
業

①・屋外での保育活動を増やすことにより密集・密接を回避し、感染防止を図る。
　・従来、紙のお便りで連絡を行っていたものを、電子メール等の活用に転換すること
により、保護者との物理的な接触を減らし感染防止を図る。
②③
　1.  屋外活動用テント購入費
　　　計　3,000千円
　2.　保護者連絡用パソコン購入費
　　　@66千円×11台＝726千円
④保育所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保
①３密対策 R2.10 R3.3  3,726  -  -  3,726  -  -          - 

R2補正
（地）
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33 ○ 単 106

中野市児童
センター放課
後児童クラブ
の安心・快適
空間の創造
事業

①・３密を避けるためクラブ利用者の安全に配慮した快適な環境をつくる
　・クラブ利用児童に安心して利用してもらう
②③　
　１　・中野児童センター放課後児童クラブ遊戯室
　　　　エアコン設置工事
　　　　　２台（床置形）　＠3,826,000円×1.1＝4,208,600円
　　　・　平野児童センター放課後児童クラブ遊戯室
　　　　エアコン設置工事
　　　　　４台（壁掛形）　＠5,083,000円×1.1＝5,591,300円
　　　・　設計監理委託料　　1,470,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　11,270千円
④児童センター

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保
①３密対策 R2.9 R3.3  11,270  -  -  11,270  -  -          - 

R2補正
（地）

34 ○ 単
中野市事業
継続給付金
事業

①新型コロナウイルスの影響により減収となった農業者の営農支援及び事業者の経
営支援を行い、離農・廃業を喰い止める一助とする
②給付金
③対象農家・事業者数　535件×10万円＝53,500,000円
　受付事務人件費（会計年度任用職員）　1,114,000円
　　（内訳：報償費　 139,909円×6ヶ月(10月～3月)⇒840,000円
　　　　　　期末手当 139,909円×1.3ヶ月×0.3⇒55,000円
　　　　　　通勤手当 4,200円×6ヶ月⇒26,000円
　　　　　　社会保険料等 193,000円 ）
　　　　　　　合計　54,614,000円
④市内農業者・市内事業者で国の持続化給付金の対象にならなかった者（30％以上
50％未満の範囲で減収となった方）

－ ○ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3  54,614  -  -  54,614  -  -          - 
R2補正
（地）

35 単
76,7
7,78

関係人口創
出事業（リビ
ングシフト促
進事業）

①ウィズコロナ、アフターコロナにおいて、３密対策不可避な都市部での「生活・働く」
から、地方での「生活・働く」への需要増加に伴い、空き家を活用したテレワーク用サテ
ライトオフィス等の整備支援を行うことで、関係人口の創出・拡大を図る。

②③
・空き家活用サウンディング調査
　サテライトオフィスやワーケーションなどの候補地を探す民間企業等への交通費支
援　450千円（15,000円×1社2名×15回）
・リビングシフト促進拠点施設改修整備事業費(リノベーション)　40,550千円

④
交付対象者：起業・オフィス建築目的の民間事業者
対象施設等：市内の空き家

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ

ンスフォー
メーションの

加速

⑬リビングシフ
ト

R2.7 R3.4以降  41,000  -  -  41,000  -  -          - 

施設改修整備に時間
がかかり、年度内に事
業を完了することがで
きないため。

R2補正
（地）

36 単

信州なかの
未来券発行
補助事業（第
2弾）

①市内事業者の経営継続支援と経済回復の後押し
②③市内事業者が販売する商品券のプレミアム分及び商工会議所の作成・発行等に
係る経費を助成
　発行総額２億円×20％（１事業者　上限10万円）
                                          40,000千円
　商工会議所が行う事務経費　2,052千円
　　内訳　信州なかの未来券印刷代　　　211,200円
　　　　　チラシ印刷代　　　　　　　 　186,704円
　　　　　新聞折り込み代　　　　　　 　38,864円
　　　　　レターパック代　　　　　　　208,000円
　　　　　振込手数料　　　　　　　　　264,000円
　　　　　要項、申請用紙等印刷代　　　12,000円
　　　　　ホームページ作成・更新代　　110,000円
　　　　　SNS広告代　　　　　　　　　  22,000円
　　　　　人件費（商工会議所職員分）998,691円
　　　　※県補助金7,000千円
④信州中野商工会議所

－ － － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等
への支援

⑲商品券・旅
行券

R3.2 R3.4以降  42,052  35,052  -  7,000          - 

事業者が商品券を販
売する期間及び購入
者が商品券を使用す
る期間を十分に確保
する必要があるため。

R2補正
（地）

37 補
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

（感染症対策等の学校教育活動継続支援事業）
①感染リスクを最小限にしながら円滑に教育活動を継続するため、対策を徹底しなが
ら児童生徒の学びを保障する。
夏季休業期間の短縮等により研修機会を逸した教職員に対し、研修等への参加を支
援し、資質向上等を図る。
②消毒液等保健衛生用品の追加的な購入経費、教室等の清掃・消毒作業、サーキュ
レーター等の購入経費、保健室等の感染対策及び衛生環境の向上のための寝具等
物品購入経費。
家庭での効果的な学習のために用いる教材費購入等経費。
教職員が研修等に参加するための、受講料、旅費、講師等謝金、図書購入費、会議
費等経費。
③補助対象経費（上限額）
　　＠800千円×7校
　　＠1,200千円×3校
　　＠1,600千円×2校
④学校

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の

確保

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.4以降  12,400  12,400  6,200  6,200  -  -          - 

交付決定が年度末頃
の見込みであり、年度
内での完了が困難で
あるため

R2補正
（国）

38 単
庁舎内コロナ
対策整備事
業

①本庁舎をはじめとした公共施設における感染症対策を行う。
②③
　段ボールデスクトップ間仕切り　700円×500席
　非接触型体温計　14,000円×60個
　非接触型電子温度計付オートディスペンサー　6,500円×35個
　カウンター用スクリーン　15,000円×60枚
　消毒液、アクリル板、除菌クリーナーほか　2,182,500円
　合計　　4,500千円
④本庁舎、支所その他市の公共施設

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

①３密対策 R2.4 R3.3  4,500  4,500  -  -          - 
R2予備費

（地）


